








要約 

シトルリン血症の発症機構を知る目的で,患者由来のリンパ球を対象として,ASA 

synthetase 測定法を開発する必要にせまられて以下の研究を行った｡ 

1.市販の 14C-Citrulline をぺ一パークロマトグラム及び Dowex 50W×8 カラムを用いて

,14C・尿素の混入を 0.04%以下にすることが出来た｡ 

2.培養リンパ球 107 cell について蛋白濃度,反応時間を変えて測定し ASA 活性測定の可能

なことを確認した｡ 


